
 

 

会 議 議 事 録 

会 議 名 平成 26年度 

第２回 教育課程編成委員会 

専門学校 東京工科自動車大学校 

専門学校 東京工科自動車大学校世田谷校 

東京工科専門学校品川校 

開催日時 平成  ２６年１０月 ８日 (水)  １５：００ ～ １７：３０ 

会  場 東京テクニカルカレッジ・１００４教室 

参 加 者 委員 

 

17人 

 

（参加者） 

佐藤 康夫、小林 完、竹尾和也 

佐々木 洋文、齋藤 昭男、沼田 勇、 

大石 安孝、小野 宗憲、谷川 潮、田村 智、宮谷 真樹、 

甲斐 俊和、山口 泰之、武井 和則、澁谷 健 

（欠席者） 

油井 文江、遠藤 新一 

事務局 ２人 開田 実、金澤 晃男 

会 議 碌 ●出席者・配布資料確認 

●開会挨拶(佐藤)  

・職業実践専門課程関連報告 

認定校取消の件、JAMCA会員校認定状況、JAMCAの取り組みの報告がなされた。

また、厚生労働省の教育訓練給付金の認定された事に関しての報告が行われた。 

●議事 

①議長（佐藤）、書記（金澤）の選出 

②Ｈ２６自己点検自己評価の進捗に関して 

・第１回学校関係者評価委員会報告 

 ７月２日に各校で行われた第１回学校関係者評価委員会の報告が行われた。 

審議事項 

①前回議事録の確認（開田） 

資料Ａを基に前回議事録の確認が行われた。 

全員一致で承認 

②平成２６年度の取り組み進捗状況に関して（山口） 

（前回指摘事項と取組の進捗状況） 

資料Ｂを基に平成２６年度の取り組み状況の説明が行われた。 

・実践力評価委員会の取り組みに関して 

 各校に設置した「実践力評価委員会」における第１回実践力評価委員会での審議

内容の説明が行われた。（資料Ｃ） 



 

 

中野校（山口） 

安全作業・基本作業・整理整頓に関して内容を精査し、「実習作業に関する基本

項目」を作成する。また、実技試験のチェックが甘くなっている可能性があり、検

討が必要。 

世田谷校（澁谷） 

 ノギスに関しては、使用頻度が高い割に充分な仕上がりになっていない。マイク

ロメータに関しては整備現場でどの程度のレベルが要求されているか判断できて

いない。企業の方の意見を聞きたい。サーキットテスタは、電気・電子の概念不足

の為、判定が出来ていない。また、「安全・基礎作業」に関しては、東京工科グル

ープのスタンダードが無い。 

品川校（武井） 

 ４輪と２輪の安全管理でずれている部分がある。安全・基礎についての基本項目

（案）を作成する。 

・ＨＶ修了証に関して 

 授業終了後、就職活動に間に合うように学務室にて発行する。 

・コンプライアンス・顧客対応能力向上に関して 

  表記項目に関しては、ソーシャル検定が内容を網羅している。試験対策として

ではなく、授業として取り組んでいる。（資料 D） 

・教員ＦＤに関して（開田） 

  外部研修実施一覧を基に今年度の実施状況の説明がなされた。 

質疑 

佐々木：進捗管理に関して表を作り良くわかる。いい施行を行っている。教員の技

術力アップに関してトヨタ・日産の研修が無い。 

    トヨタ・日産等の主要メーカで行っている教本・カリキュラム・資料等を

入手し、東京工科独自の標準化を図ると良いのではないか？ 

山口 ：トヨタ・日産等の資料を入手したいが、企業秘密の部分があり、入手する

ことが出来ていない。 

佐々木：JAMCA等の協会を使ったら可能ではないか？ 

 佐藤 ：企業から提供して頂く資料を元に、教員・学生に何を求めているのかを検

討。 

 各社 ：資料を特定の学校に出すわけにはいかない。 

 武井 ：JAMCAの教科書委員会でも、メーカからの提供が難いい。 

 斉藤 ：基本的な安全に関わる技術は展開できる。整備要領書に関しても外部販売

している。それ以上の深い部分は、入社してからで構わない。 

     世の中に開示している技術情報は集められる。 

 佐々木：前回のビデオがこの問題の始まりである。教員とメーカで指導している人

との認識の乖離がある。 

 佐々木：メーカの技術者に授業を見てもらい、評価してご意見を頂くのは如何か？ 



 

 

 谷川 ：整備の認可基準の届け出基準を再度見直し、周りの環境等を認識したうえ

で作業を見直す必要がある。 

 佐藤 ：就職先によって認定の基準がちがう事があるのではないか？ 

 山口 ：教員に様々な所を見せていきたい。 

 斉藤 ：安全衛生の分野で、規格が決まっている。公的な所がもっている共通の基

本的な安全衛生を行うべきである。 

 沼田 ：整備工場は諸規定に基づいて運営している。そのような教育が必要。実作

業に入る前に点検等安全衛生が必要。 

 佐藤 ：我々が見ていた部分は狭い。視野を広めて再度煮詰める。上記の意見を元

に、煮詰め、次回報告をする。 

 全員一致で承認 

 

③教育課程編成委員会会則の改訂について（小林） 

会則の改訂に関して資料 Fを元に提案された。 

 ・第３条２項 委員の任期について 任期１年→２年 

 ・第４条 委員会の委員長 

   委員長：校長→東京工科自動車大学校校長 

副委員長：世田谷校校長・品川校校長 

 全員一致で承認 

 教育課程編成委員会の進め方に関して 

 ・次年度は１級課程・２級課程の分科会で運営をする事で内容を具体化していきた 

い。（必要に応じて分科会を設ける事とする） 

 全員一致で承認された。 

 

④その他（竹尾） 

③その他 

 佐々木：外国人留学生に対する特別カリキュラム・就職指導が必要になるのではな

いか？企業が安心して雇える留学生環境を作ってほしい。 

 竹尾 ：日本語のレベルが未だ低い。特別授業等対応が必要かと思われる。 

     日本で就職したい留学生が多い。企業で留学生の年齢制限はあるのか？ 

     何年か日本で働いて、将来は母国に帰りたいといった場合の年数？ 

 宮谷 ：年齢・国籍を問わず優秀な方を採用したい。母国に戻る事になっても良い

人材であれば採用する。 

 佐藤 ：企業様に入社する際に必要な日本語能力をサポートできていない。今後検

討していく。 

 竹尾 ：女性の就職に関する企業の受入体制・要望。 

 佐々木：男性でもメカニックで一生通すのは難しい。業界全体で対応していく事。

求める人材は、オールラウンドで行える人材。 



 

 

 竹尾 ：ご意見を課題としてい頂き、今後検討していく。 

 

●平成２６年度、教育課程編成委員会終了宣言 

以上 

 

会議風景 

 


